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Abstract 

Rice paddy ecosystems are regarded as alternative wetlands in Japan. The diversity of aquatic insects living 

in wetlands is supported by a combination of temporary water bodies, such as paddy fields, and permanent 

water bodies, such as agricultural ditches and ponds. Permanent water bodies remaining water during the 

winter also function as their overwintering sites. Clarifying the overwintering ecology of aquatic insects in 

rice paddy ecosystems is important for conservation strategy for declining aquatic insect populations in Japan. 

In this study, we recorded aquatic insects (Hemiptera and Coleoptera) with body lengths >5 mm 

overwintering in agricultural ditches and ponds in rice terraces of Hyogo Prefecture, Japan. In addition, by 

comparing the number of species that appeared from spring to fall (active season), their life cycles and 

overwintering ecology were discussed. Overwintering surveys were conducted in December 2021 and 2022 

with dredging in ditches and sweeping with D-frame nets in ponds. Active season surveys were conducted 

monthly from May to October 2023, with sweeping methods in ditches, paddy fields, and ponds. The results 

showed that 11 species (6 Hemiptera and 5 Coleoptera) were found in overwintering surveys. Of them, 7 

species were found as either adults or larvae/nymphs in paddy fields during the active season, consistent with 

life cycle patterns reported in previous studies, while Eretes griseus was found only in the winter season at 

ponds, and Ranatra unicolor was found only in ponds. Because Kirkaldyia deyrolli, Hydaticus grammicus, 

and Gerridae were not found in overwintering surveys, it is guessed they overwinter on land. Ponds and 

agricultural ditches serve as important overwintering sites for aquatic insects, and periodic dredging for 

keeping water was considered effective for conservation. 

 
Key words: aquatic beetles; aquatic bugs; cultivation management; Japanese wetlands; rice agroecosystem 

 

緒言 

水田は後背湿地に生息していた水生昆虫類

の代替湿地となっている（Usio and Miyashita 

2014）。西城（2001）は水田とため池に生息す

る水生のカメムシ目とコウチュウ目の季節消

長を調査し、多くの種が春になるとため池から

水田に移動して繁殖し、水田が落水すると再び

ため池に戻るといった生活環をもつことを明
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Fig. 1. Map of terraced rice paddies in western Hyogo 

Prefecture where the survey was conducted. D, Pa, Po, 

and Ab Pa indicate ditch, paddy field, pond, and 

abandoned paddy field respectively. 

らかにした。田和ら（2013）や渡部（2016）は、

水生昆虫類の出現種数や個体数が水田と隣接

する側溝（ひよせ、堀上、江、テビなどと呼ば

れる）で異なることを報告している。このよう

に、一時的水域である水田と恒久的水域である

側溝やため池の組み合わせが、水生昆虫類の群

集形成に寄与すると考えられている。しかし近

年、圃場整備による乾田化や側溝のコンクリー

ト・暗渠化、担い手不足による耕作放棄、それ

に伴うため池の改修・廃止、さらには侵略的外

来種の侵入によって、水生昆虫類の多様性は急

速に失われている（西原ら 2006; 市川 2008; 

Hayashi et al. 2020）。そのため、水田環境に生

息する水生のカメムシ目の 33 %（24/72 種）、

コウチュウ目の 40 %（59/147 種）の種が環境省

版レッドリストに記載されている（環境省

2020）。 

水生昆虫類にとって、恒久的水域は繁殖・生

息場所であるだけでなく、越冬場所としても機

能していると考えられている（柳澤 2007; 田和

ら 2013）。一般に冬季の低温は昆虫類の個体群

の存続に影響を及ぼす要因であるため（Sinclair 

et al. 2003; Bale and Hayward 2010）、その越冬生

態に関する知見は保全を講じる上で重要であ

る。しかし、恒久的水域において実際に越冬し

ている種を調べた研究は限られており（田和ら

2016; 田和・佐川 2022）、知見は十分ではない。 

本研究では、兵庫県西部にある棚田において、

2021 年および 2022 年の 12 月に側溝とため池で

泥上げとすくい取りを実施した。そこで確認され

た水生昆虫類を報告するとともに、Watanabe et al. 

（2024）で調査した 2023 年 5–10 月の活動期にお

ける側溝と圃場（水田、ビオトープ）とため池で

の出現種数を比較することで、それらの生活環と

越冬環境について考察した。 

 

材料および方法 

調査地および調査日 

兵庫県西部にある棚田の圃場と接する側溝

およびその周辺のため池を調査地とした（Figs. 

1, 2）。本調査地は獣害対策のため、金属メッシ

ュ柵（高さ 200 cm; 目幅 21 × 18 cm）で囲わ

れている。すべての圃場には、直接湧水が入ら

ないようにするため、棚田の石組みに沿った側

溝が設置されている（Fig. 2a, b）。なお、本調査

地域では「裏溝」と呼ばれているため、以下そ

のように表記した。耕作地の管理のために 2021

年 12 月 17 日、2022 年 12 月 3 日に裏溝 7 箇所

（D 1–7）の泥上げを行った。泥上げをした裏溝

に隣接する圃場は、2021 年に水田 4 筆（Pa 1–

4）、2022 年に水田 2 筆（Pa 1–2）の稲作を実施

した。本調査地域にはタガメ Kirkaldyia deyrolli

をはじめとした希少な水生昆虫類が生息して

いるため、保全上の観点から詳細な位置は明記

しなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水生昆虫類の越冬調査 

2021年12月17日（11:00–16:00; 気温7.4 ℃）は

7名で各裏溝について20分間、2022年12月3日

（12:00–16:00; 気温4.5 ℃）は5名で各裏溝につ

いて20分間の泥上げを行った。裏溝には深さ約

1–5 cmの水が溜まっていたため（Fig. 2a）、D型

フレーム（前幅30 cm; 目合い1 mm）のたも網を

用いて3–10回のすくい取りを行った。また、

2021年にはため池（Po 3, 深さ約30–50 cm）で10 
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Fig. 2. Photographs of the study site. Ditch (D 4; (a) winter, and (b) active season (Spring-Fall)), pond (Po 3; 

(c) winter and (d) active season (Spring-Fall)). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回、2022年はため池（Po 2, 深さ約15–30 cm; Po 

3, 深さ約30–50 cm）で20回、岸際1 mの範囲を

中心から岸に向かってすくい取りを行った。泥

上げにはスコップと平鍬を使用し、深さ約10–

15 cm掘り上げた。上げた泥は水田側に置き、満

遍なく広げた。泥の中から出現した、あるいは

すくい取りで採集された体長5 mm以上の水生

のカメムシ目、コウチュウ目の種と個体数を記

録した。また、補足的に魚類やカエル類などの

水生脊椎動物も記録した（Appendix Table 1）。

記録後は元居た場所に放流した。 

 

水生昆虫類の活動期との比較 

2023年の5月から10月にかけて、水田とビオト

ープ（稲を植えずに湛水のみ行う）（Pa 1–4, 6）、

隣接する裏溝（D 1–4, 6）、ため池（Po 2–3）の

水生昆虫類の群集調査を実施した（Watanabe et 

al. 2024）。調査は各月1回実施し、ため池と裏

溝では10回、圃場では5回のすくい取りを行っ

た。この調査で確認された体長5 mm以上の水生

のカメムシ目、コウチュウ目と越冬調査で確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

された種について比較を行った。 

 

結果 

2021 年および 2022 年の越冬調査の結果、全 11

種（カメムシ目 6 種、コウチュウ目 5 種）が確認

され、すべて成虫であった（Table 1）。マツモム

シ Notonecta triguttata は計 60 個体と最も多く、

ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor とハイイロゲ

ンゴロウ Eretes griseus はそれぞれ 1 個体で最も

少なかった。タイコウチ Laccotrephes japonensis

やミズカマキリ Ranatra chinensis、コミズムシ属

複数種 Sigara spp.は裏溝のみで、ヒメミズカマキ

リ、ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis、ハイイロゲ

ンゴロウはため池のみで確認された。 

2023 年の水生昆虫類の活動期調査（Watanabe et 

al. 2024）の結果、全 21 種（カメムシ目 12 種、コ

ウチュウ目 9 種）が確認され、そのうち 15 種で

幼虫が確認された（Table 1）。コミズムシ属複数

種は計 1,124個体と最も多く、ヒメミズカマキリ、

アメンボ Aquarius paludum、ホソセスジゲンゴロ

ウ Copelatus weymarniはそれぞれ 1個体で最も少 
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なかった。セマルガムシ Coelostoma stultum は裏

溝のみ、ホソセスジゲンゴロウは圃場（水田、ビ

オトープ）のみ、ヒメミズカマキリ、アメンボ、

ハネナシアメンボ Gerris nepalensis はため池のみ

で確認された。活動期に確認された 21 種のうち、

11 種は冬季には確認されなかった。一方、ハイイ

ロゲンゴロウは冬季のみに確認された。 

 

考察 

水田環境に生息する水生のカメムシ目および

コウチュウ目の多くは、繁殖期になるとため池

（恒久的水域）から水田（一時的水域）に移動し

て繁殖し、水田が落水するとため池に戻るという

生活環をもつことが知られている（西城 2001）。

今回の調査では、冬季に確認された全 11 種のう

ち、ヒメミズカマキリやマメゲンゴロウ Agabus 

japonicus、ヒメゲンゴロウ、ハイイロゲンゴロウ

の 4 種を除く 7 種は、活動期に圃場で成虫もしく

は幼虫が確認され、これまで報告されている生活

環と一致する結果となった。ハイイロゲンゴロウ

は冬季にのみ確認され、活動期には確認されなか

った。本種は水田で繁殖することが知られている

ため（Watanabe et al. 2013; 浴井・宮永 2021）、越

冬のために調査地外から飛来したと考えられる。

一方、ヒメミズカマキリは冬季・活動期ともにた

め池のみで確認された。本種はヒシ Trapa 

japonica やマツモ Ceratophyllum demersum といっ

た水生植物に産卵することから（中島ら 2020; 渡

部・澄川 2022）、ため池内で生活環が完結すると

考えられる。マメゲンゴロウおよびヒメゲンゴロ

ウは冬季や早春季に繁殖するため（三田村ら

2017a; Watanabe and Fukuoka 2024）、5 月から 10

月には幼虫がほとんど確認されなかったと推察

される。 

水生のカメムシ目およびコウチュウ目の越冬

形態は種によって異なり、水中あるいは陸上で越

冬することが知られている（三田村ら 2017a, b; 

中島ら 2020）。今回確認された 11 種はすべて水

中越冬（もしくは陸上と両方）であり（Mukai and 

Ishi 2007; Ohba and Goodwyn 2010; 田和ら 2016; 

三田村ら 2017a, b; 中島ら 2020）、裏溝では水が

わずかに溜まった泥中で越冬していた。一方、活

動期に確認されたタガメ、アメンボ、ヒメアメン

ボ Gerris latiabdominis、ハネナシアメンボ、キイ

ロヒラタガムシ Enochrus simulan、コシマゲンゴ

ロウ Hydaticus grammicus は畦や林内の落ち葉の

下で越冬することから（三田村ら 2017a, b; 渡辺

2017; 林 2020; 中島ら 2020; 市川 2021）、冬季に

は裏溝やため池で確認できなかったと考えられ

る。オオミズムシ Hesperocorixa kolthoffi、コマツ

モムシ Anisops ogasawarensis 、ヒメガムシ

Sternolophus rufipes は水中越冬をする種であるに

もかかわらず（三田村ら 2017a, b; 市川 2015）、越

冬調査では確認できなかった。この理由について

は不明だが、周辺の水域、あるいはため池の深場

や泥中で越冬しているのかもしれない。また、セ

マルガムシとホソセスジゲンゴロウの越冬形態

は明らかになっていない。この 2 種は活動期には

水際や湿った土の上で生活していることから（中

島ら 2020）、陸上で越冬している可能性があるが、

本調査地での個体数が少ないため、詳細な調査が

必要である。 

恒久的水域は、水田の落水後の水生昆虫類や魚

類、両生類の避難場所や越冬場所として機能して

いると考えられており（柳澤 2007; 田和ら 2013, 

2016; 田和・佐川 2022）、今回の調査でも実際に

越冬場所として利用されていることが確認され

た。定期的な泥上げは、耕作時の水管理を行うう

えで必要な作業の一つであるとともに、冬季に水

域が維持されることにより、水生昆虫類の越冬場

所を提供できると考えられる。今回は、水田環境

に生息する 5 mm以上の水生のカメムシ目とコウ

チュウ目を対象としたが、その他の分類群や微小

種についても越冬生態を調査する必要がある。 
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Appendix Table 1. Species and abundance of aquatic vertebrates found. 

during winter. 

A and T indicate adult and tadpole, respectively. 

 


